














要約 

臍帯血Ｔ細胞は免疫グロブリン産生系に対して強いサプレッサー活性を有している。この

サプレッサー活性はTG 細胞以外のＴ細胞画分に存在し,また通常のサプレッサーＴ細胞と

異なり OKT4抗原をもつＴ細胞であることが予想された。さらに,臍帯血で増強しているサ

プレッサーＴ細胞は糖脂質抗原のうちGA1抗原とgloboside抗原をもつＴ細胞と考えられ,

これらの糖脂質抗原をもつＴ細胞は数の上でも増加していた。またこのサプレッサーＴ細

胞は deoxy-guanosine でその発現が阻止される性質のものであった。そして concanavalin 

A で誘導されるサプレッサーＴ細胞とは異なるものと考えられた。臍帯血 B 細胞はそのま

までは pokeweed mitogen で刺激してもあまり免疫グロブリン産生細胞に分化しないが

Lipopolysa㏄harideで刺激しておくとかなりの分化を示し,未熟ではあるが成熟の準備段

階にあると考えられた。 


